
 

 
 
 
 
 
 

      新年明けましておめでとうございます 

     本年もよろしくお願いいたします 
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明けましておめでとうございます。 
昨年中は、生産者の方々、各自治体及び各団体等に格別のご理解とご協力を賜りました。

改めてお礼申し上げます。 
さて、昨年は、９月から５事例の CSF が県内で発生した他、１０月には台風１９号により

県内で近年にない大きな被害が発生するなど農林水産業について厳しい状況が続きました。 
農林水産省として、これらについて各自治体、各団体等と、更には他省と連携しながら、

対応してきたところです。 
例えば、台風被害への支援策についてでは、１０月２５日に支援策を公表したのに引き続

き、１１月７日に追加施策を公表しました。支援策については、令和元年度補正予算でも関

係対策を追加しています。引き続き、各自治体、各団体等と連携し、これら支援策の活用を

進めて行きたいと考えています。 
これら以外の農林水産業に関する大きな動きとして、日米貿易協定の署名があります。こ

の協定に加え、ＴＰＰ１１、日ＥＵ・ＥＰＡの発効後の動向も踏まえ、前回の決定から２年

経過した「総合的なＴＰＰ等関連政策大綱」を１２月に改訂しました。なお、これに基づく

関係施策についても上記補正予算の中に計上しています。 
令和２年度当初予算についても昨年末概算決定されました。当初予算であるため、その内

容も多岐にわたりますが、スマート農業の社会実装の加速化、輸出力強化及び担い手への農

地集積・集約化等関係者皆様にとって関心が高い事項が多く含まれています。 
農林水産業については、最近その状況の変化が加速しており、関係する施策等も多岐にわ

たっています。地方参事官室は、これらの施策等の情報をできるだけ分かりやすく、生産者

を初めとする関係者にお伝えするとともに、関係者の皆様の声を汲み上げ、更に、関係者と

一緒になって解決する業務を担っています。本年度もこの方針にもとづき、皆様にとって”役
に立った”と思われるよう努力していきたいと思います。 

最後になりますが本年が皆様にとってすばらしい年となることをお祈りします。 
本年も引き続きよろしくお願いします。 
 

令和２年１月吉日  関東農政局埼玉県拠点 

                                    地方参事官（埼玉県担当） 

                       太田 孝弘 
 



 
 

 

 

安田武志さんと石黒未麻さんは、平成３０年４月からＪＡいるま野と関係市町との連携事業である「い

るま地域明日の農業担い手育成塾」の塾生として、野菜栽培に励んでいます。 

２人の出会いは、アメリカに語学留学した学校が偶然にも同じだったことが始まりだそうです。 

帰国後、別々の道を歩んでいましたが、国内で再会を

した際に農業に憧れを抱いていた２人は、これからの農

業について熱く語り合い意気投合し、二人揃って農家に

なる決意をしました。 

農家になる決意はしたものの、実際の営農については

素人同然であったため、消費地に近い埼玉県で就農する

事を前提に、平成２９年４月から１年間埼玉県農業大学

校に入学し、野菜栽培の「イロハ」を学びました。 

鶴ヶ島市地域では、農業大学校出身の先輩や同級生が

地域でたくさん農業をされており、一番の課題であった

農地を探すことや、販売に向けてのノウハウなど、卒業

後も情報交換でき、感謝しているとのことです。 

農業に関する知識や技術の習得など、計画的に取り組んできたお２人ですが、実際に就農する際には、

農業用機械やパイプハウス等を購入するための初期投資が必要と考え、自己資金を事前に準備しており、

余裕を持って営農準備を進めることが出来ているそうです。 

現在、鶴ヶ島市で、研修先農家の紹介により６７ａの農地

を借り、安田さんは、トマトの施設栽培、石黒さんは、ミニ

トマトやナス、サトイモなど多品目栽培に取り組んでいま

す。安田さんは、「自分が待ち望んだ農家の生活が楽しい。」、

石黒さんは、「自分の食べる物は自分で作りたいという夢が

叶えられて嬉しい。」と満面の笑みで話してくれます。 

現在、収穫した野菜は、ＪＡ直売所や市内の量販店で販売

しています。今後は、量販店等で販売が好調な品目や他の農

家と競合しない品目等、売れる野菜を選定して栽培していき

たい。「将来は、直売所を併設した農家レストランの経営や

貸農園もしたい。」と夢の実現に向けて着々と準備を進めて

いると営農計画を熱く話してくれました。 

 今後に続く新規就農者へ安田さんと石黒さんから心強いメッセージをいただきました。 

 

 

  

～ゼロからのスタート 

非農家から野菜農家に～ 

安田武志さん・石黒未麻さん 

 
埼玉県鶴ヶ島市でミニトマトやナス、サトイモなどの野菜栽培に取り組み、営農ビジョン

を描きながら就農準備をする、安田武志さん・石黒未麻さんを紹介します。 
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左から、安田武志さん、石黒未麻さん 

ハクサイの収穫作業 

 


